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●競技方法

※競技のポイント

「速さ」だけを競うのではなく、搬送の「安全性」、「正確性」を
ポイントにします。

①　担架は、あらかじめ組み立てておき、人形を担架の上に乗せておく。

②　担架を持ち上げて、係員が安全を確認した合図でスタートする。
③　搬送から戻ってきたら、所定位置に担架を戻す。

④　前の組が担架を置いたあと、次の組は、担架位置へ移動
し、担架を持ち上げた後、係員が安全を確認した合図でスタートする。

⑤　全組が安全かつ迅速に走り終わったチームの勝ちとします。

　※担架に人形を乗せるところから降ろすまでとする方法
もあります。
●人　員　一組：参加人数に応じて2～4人
（子どもの場合は、担架が重いの

で4人以上が望ましい。）
係員（安全管理者）コース数の人数

●資機材　組立て式担架、人形、ピストル、
カラーコーン

· 競技方法
※競技のポイント

· 初期消火の応急アイテムである投てきパックの使い方を学ぶ。
· 誰でも参加しやすい競技です。
1 あらかじめ水を入れた投てきパックをつくっておき、火元に見立てた「たらい」
に向けて、一人ずつ順番に投げる。

2 たらいに入った数が多いチームの勝ちとします。

　※レジ袋などで投てきパックをつくるところか
らはじめる方法もあります。

※高齢者や子ども、男、女の別などで「たらい」
までの距離に差をつけると競技

が進行しやすい。　
●人　員　　一組：参加人数に応じて何人でも

●資機材　　投てきパック、たらい、ブルーシート


●競技方法
※競技のポイント
人数に応じて組が作れ、多くの方が参加できます。
消火ではなく、一定量の水を運ことで勝敗を決めます。

①　空のポリバケツ（大）にビーチボールを入れておく。
②　水槽からポリバケツまで列をつくり、最後尾（水槽側）の人が水槽の水を汲み、
次の人に渡す。
③　先頭（ポリバケツ側）の人は、受け取ったバケツを持って走り、ポリバケツに
水を入れる。水を入れたら、空のバケツ
を持って最後尾に行く。
④　ポリバケツからビーチボールが早く落
とした組の勝ちとします。
●人　員　一組：参加人数に応じて何人でも

●資機材　バケツ、ポリバケツ、給水タンク、
ビーチボール


· 競技方法
※競技のポイント

· いざという時に、勇気をもって大きな声が出せるよう体験します。

· 決まった言葉ではなく、いろいろな言葉を用意しておくとゲームと
しての楽しみが増します。

1 カードを1枚引く。
2 カードに書かれている言葉をマイクに向かって叫ぶ。

3 その声の大きさを測定器で測り、ホワイトボード等
に数値を記録する。
4 一番大きな数値の人の勝ちとします。
カードに叫ぶ言葉を記入し準備しておく

例）火事だー!!
助けてー!!
自由テーマ（好きな食べ物など）
（大人の場合）かぁちゃん、ごめん!!　など
●人　員　　参加人数に応じて何人でも

●資機材　　測定器、記録用のホワイトボードか模造紙など

· 競技方法
※競技のポイント

・各ポイントの障害物を何にするかはアイデア次第です。
①　スタート位置から走り、第1ポイントで一度止まる。

②　軍手、ヘルメットを装着する。装着したら
次のポイントまで走る。
③　第２ポイントは、障害物である長机を
くぐり、次のポイントまで走る。
④　第３ポイントは、ひもでつるしたクラ
ッカーを口で取りゴールまで走る。
⑤　早くゴールした人の勝ちとします。

※リレー方式にすることもできます。
※障害物の種類を、消火器による消火、
三角巾を使用した応急救護など、自由
にアレンジ可能。
●人　員　　参加人数に応じて何人でも
●資機材　　障害物、ヘルメット、長机など


●競技方法

※競技のポイント

· 借りやすいもの、壊れにくいものを想定してカードを用意しましょう。
· 司会者とのやり取りで競技が盛り上がります。

1 机の上に借りるものを記入したカードを置いていく。

2 スタートの合図でスタート地点からお題のある机に走る。

3 机の上からお題カードをとり、お題に適したものを見物者などから借りる。

4 司会者の所へ借りたものを持って行く。
お題と借りてきたもの、どのように使うかなどを司会者が聞き出し発表する。
早くお題に適した物を借りてきた人の勝ちとします。
※借り物（関係ないものを含めて）
を主催者側で用意して、そこから
選んでもらう方法もあります。
●人　員  参加人数に応じて何人でも
●資機材  長机、お題カードなど

· 競技方法
※競技のポイント

・店舗を想定した机からメモに従って必要なものを揃えます。

・組で揃える方法やリレー方式で揃える方法でもできます。

①　机に段ボール箱と備蓄品として

揃える品物のメモを用意する。
②　メモを見て食料品や日用品など
それぞれのコーナーから必要なも
のを集めてきます。
③　段ボール箱に指定されたすべて
の備蓄品が早く揃えた組の勝ちと
します。
●人　員　参加人数に応じて何人でも

●資機材　段ボール箱と備蓄品
（ペットボトルの水、缶詰、
レトルト食品など）
　

※お　願　い

防災運動会の競技メニューについては、今後も充実していきたいと思います。

　　　皆様でいいアイデアがありましたら、防災危機管理課にお知らせください。
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防災をもっと身近に！楽しく！


防災運動会





防災運動会ってなんだろう？


　地域のイベントに防災の要素を取り入れた競技を加えて、大人から子供までみんなで楽しみながら、防災を学ぶ試みです。





わざわざ防災運動会を開催するのはちょっと面倒・・・


　防災運動会として開催しなくても、地域やＰＴＡが主催するイベントに防災に関する競技を1つでも加えれば、もう、立派な防災運動会です！





費用はかかるの？


　この案内にある競技に使用する主な資機材の一部は防災危機管理課で用意できますので、消耗品などの費用以外はかかりません。（資機材の借用を希望する場合は防災危機管理課へご連絡下さい）


　自治会・町会、学校、PTA等の皆さんで開催についてご検討ください。





ケガ人を安全に運ぶ担架搬送の方法を学習し、持った時の重さなどを体験します。





担架搬送リレー
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投てきパック投げ





消火器がなくても身近なもので初期消火ができることを学習します。
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たらい





バケツリレー競争	





大勢が協力し初期消火を。また、水や物資運搬にも有効な方法です。
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火災を発見した場合、大声で周囲に知らせることが大切であることを学習します。





火事だー!!大声競争
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参加者





火事だー!!
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安全・迅速に避難する方法を楽しく学ぶ。





障害物競争
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音量


表示





競技者





災害時に必要なものを考え、各家庭で非常持出し品などを準備するきっかけとする。





防災借り物競争





お題カードの例


　具体的な品名を


記入しておくほか、


・音の鳴るもの


・明るくなるもの


などの表示でも
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備蓄準備競争





各家庭で何をどれだけ備蓄しておくべきかを考え、家庭内備蓄をするきっかけとする。
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